
アイソトープ総合部門 

部門長 中島 覚 

 

 アイソトープ総合部門は、自然科学研究支援開発センターの一つの部門として全学の

教育研究の支援を行うとともに、私たちの放射線施設だけでなく全学の放射線施設の中

心として放射線安全管理に貢献することがミッションです。それと同時に、広島大学の

教育研究にも直接貢献してまいりました。この場では、平成 30 年度の活動の一部を紹介

するとともに今後アイソトープ総合部門がどうあるべきかについて述べることにより、

ご挨拶に代えさせていただきます。なお、私たちの活動は放射性同位元素教育研究部と

放射性同位元素管理部の二つの部で行っています。それぞれの部には 1 名ずつ専任教員が

配置されており、その教員が中心になって業務を積極的に行っています。活動の詳細は

それぞれの部の活動報告にまとめられていますのでそちらをご覧ください。 

 

１．学内での貢献 

放射性同位元素、放射線発生装置の利用は法令で規制されています。それらを利用する

ためには、放射線業務従事者として登録される必要があります。その登録には、教育訓

練と健康診断を受けなければなりません。私たちは教育訓練を行い、健康診断のアレン

ジを行い、保健管理センターに実施していただいたうえで登録を行っております。教育

訓練は毎年約 20 回、日本語のみならず、英語でも行っております。私どもの施設を使っ

た放射性同位元素の利用に関しては、実験室の提供、共同利用機器の整備、安全管理、

被ばく管理を行い、また学内外の施設の利用者に対して証明書の発行、被ばく管理を行

っています。 

私たちは、私たちの放射線施設だけでなく、広島大学内の他放射線施設の安全管理に関

しても貢献していきたいと考えています。部門長は全学の放射性同位元素委員会では委

員長として貢献しておりますし、部門のメンバーは重点自主検査の重要な検査員となっ

ております。私たちはまた、学内他施設の教育訓練の支援を行っており、そして工学研

究科、総合科学研究科、生物圏科学研究科の放射線施設の放射線管理の支援を行ってい

ます。このような観点からの全学支援も積極的に行っていきたいと考えています。また、

平成 30 年度は、東広島キャンパスの放射線施設の集約化についても検討しました。 

「放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律」が「放射性同位元素等の規

制に関する法律」に変更されました。これまでの法律の目的は、放射線業務従事者の放

射線障害の防止と公共の安全確保が目的でしたが、新しい法律ではこの目的に加えて放

射性同位元素の防護（セキュリティ対策）が追加されました。今回の法令改正には多く

の変更があり、その変更を放射線障害予防規程に反映させなければなりません。平成 30

年度は全学の中心になって予防規程の変更を進めました。 

 

２．全国での貢献 

私たちは日本アイソトープ協会、日本放射線安全管理学会、大学等放射線施設協議会等
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を通して全国の RI 施設と連携を取りながら活動しています。この中では、それぞれ、理

事、会長、理事として活動しており、これは全国的にも広島大学が貢献しなければなら

ないことであると考えています。今年度は特に、日本放射線安全管理学会の会長として

貢献してまいりました。これからも、広島大学のセンターとしてのプレゼンスをより一

層あげていきたいと意気込んでおります。 

 

３．LP への貢献 

広島大学では、「放射線災害復興を推進するフェニックスリーダー育成プログラム －

放射線災害による人と社会と環境の破綻からの復興を担うグローバル人財育成－ 」が

平成２３年度、文部科学省「博士課程教育リーディングプログラム」に採択されました。

私どものアイソトープ総合部門は放射能環境保全コースの支援をさせていただいていま

す。また、アイソトープ総合部門はこのプログラムのトレーニングセンターとなり、ア

イソトープ総合部門を使用して実習を行っています。教授は放射能環境保全コースのコ

ースリーダーとして貢献しており、また平成 30 年度末現在このプログラムの学生 8 名が

教授のグループに在籍し、勉学に励むとともに研究を進めています。この点に関しまし

てもなお一層貢献したいと考えています。 

 

４．独自の研究 

支援センターの教員であっても各自の研究を進めることは大学人として当然であります。

スタッフ全員がこのことも忘れず研究活動を展開していかなければならないと考えてい

ます。アイソトープ総合部門としては引き続き放射線安全管理に関する研究や環境保全

に関する研究、さらには福島復興に関する研究を進めていきたいと考えています。また、

教授は理学研究科化学専攻分子反応化学講座で放射線反応化学研究グループを率いてお

り、放射線が関係する化学研究を中心に教育研究を積極的に行っています。平成 30 年度

は、ボゴール農科大学 研究・コミュニティサービス研究所 環境研究センター（インド

ネシア共和国）と部局間交流協定を締結しました。本協定を契機として、環境浄化の分

野における共同研究の推進、教員、学生の交流などを通じて、相互交流を展開していく

予定です。 

 

私たちは全学的な放射線安全管理と放射線利用教育研究の推進に努めるとともに我々独

自の研究も強く進めてまいります。それと同時に、放射線災害からの復興の核となる人

材の育成にも、微力ですが努めてまいりたいと思います。さらに、学外での活動におい

ても広島大学として相応の貢献をしたいと考えています。より一層貢献してまいります

ので、ぜひ関係各位のご理解を賜りたく存じます。 
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【アイソトープ総合部門での研究紹介】 

黒瀬川支流に形成される赤褐色バイオマットを用いたＲＩ排水の浄化 

松嶋 亮人 
 
＜序論＞ 

 東広島市には黒瀬川が流れており、その広島大学東広島キ

ャンパス下流にある支流には豊富な赤褐色バイオマットが

形成されている。これまでの研究からバイオマットには放射

性同位元素（ＲＩ）を吸着する能力が高いことが分かってい

る。（図１）そこで、バイオマットを用いてＲＩ排水の浄化

および廃棄物の減容化に寄与することができると考え研究

することとした。今回は、赤褐色バイオマットを形成する

微生物の同定、微生物の培養方法を検討した結果を報告す

る。 

＜方法＞ 

 赤褐色バイオマットは広島大学東広島キャンパスを経由

して流れる黒瀬川の支流から採取した。微生物の同定は採

取したバイオマットから DNA を抽出し、得られた DNA を鋳

型に PCR を行い、16S rRNA 遺伝子を増幅し、塩基配列を解析することで行った。また、微生物の培

養は、これまでに知られている鉄細菌の単離・培養用の培地を検討した。 

＜結果・考察＞ 

塩基配列解析の結果、バイオマット中には多くの微生物が

存在し、塩基配列の相同性から大きく分けて２種類（Ａ，

Ｂ）の微生物によって構成されていることが判った。（図２）

また、顕微鏡観察から Leptothrix 属と Gallionella 属の鉄

酸化細菌が多く生息していることが示唆されていたが、16S 

rRNA 遺伝子解析によって Geothrix 属、Anaeromyxobacter

属など、環境中での鉄循環に関与する微生物の存在も示唆

された。その他の微生物としては、メタン資化菌や芳香属

化合物の分解に関与することが示唆されている環境浄化に

有用な微生物などの存在も示唆され、バイオマットの環境

浄化への寄与が示唆された。 

微生物培養の結果、好気条件の培地からは

Janthinobacterium 属、Aeromonas 属、Flectobacillus 属、

Arcicella 属、Iodobacter 属、Flavobacterium 属の細菌が

単離することができたが、嫌気条件の培地に生育する微生

物は得られなかった。一方、顕微鏡観察から予想された

Leptothrix 属と Gallionella 属等の鉄酸化細菌は培養することができなかった。今後、培地の種類

およびアッセイ法を検討することで、ＲＩを吸着する微生物を単離・培養し、ＲＩ排水浄化に寄与

できる微生物を見出す予定である。 

図１．バイオマットへのＲＩの吸着

における継時変化 
７種類の人工ＲＩを含む模擬ＲＩ

排水へバイオマットを投入し、バイ

オマットに吸着されたＲＩの量を継

時的に測定した。３日後にはほぼ吸

着量が飽和した。 

図２．バイオマット中に確認された微

生物の 16S rRNA 遺伝子の部分配列 
塩基配列解析の結果、バイオマット

中には多くの微生物が存在しており、

二種類の微生物群（A,B）に分けられ

ると考えられる。△：Leptothrix 属、

〇：Gallionella 属 

Ａ 

B 
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【施設利用者の研究紹介】
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Ⅰ．放射性同位元素教育研究部 

生命科学や物質科学の研究分野において放射性同位元素および放射線を用いた基礎・応用

研究を推進するための支援を担当している。このために必要となる、法令に基づいた放射線

の安全取扱いについての教育を定期的に行うとともに、学内の放射線施設である放射光科学

研究センターや、全国共同利用施設である SPring-8 などの利用者のための放射線業務従事者

登録を行っている。当部門は生物、化学、地学、物理分野にわたり、ゲノム解析、生体機能

解析、標識化合物の利用、環境関連研究、福島支援、メスバウアー分光、放射線の物理的、

工学的応用などの研究支援のために最新機器を備えている。また環境放射能調査における生

物学的解析を行っている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－１．施設の利用状況 

【ＲＩ施設の利用状況】 
放射線を利用するには、法律に基づいて管理された施設（管理区域）で使用することが義

務づけられている。当部門では全学の希望者に対し放射性同位元素を使用するための実験ス

ペースの提供や研究推進のために各種解析装置の導入、組換え DNA 実験が可能な実験室、動

物飼養設備を整備し、これらの保守や定期自主検査への対応などその維持・管理に努めてい

る。この他に放射線測定器の貸出しや RI 利用に関する問い合わせに教職員が対応するなど、

RI 研究の支援全般を行っている。 

平成３０年度の登録・施設利用状況は以下のとおりである。 

 

登録者数の推移および部局別からみた割合 

教育訓練実習 
環境水中の微生物のＤＧＧＥ解析 
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先端研

11%
ｾﾝﾀｰ等
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平成３０年度 部局別登録者の割合
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【利用申請者と研究テーマ】 
当部門施設利用者 

利用申請者 研究テーマ 利用者数

理学研究科  

 濱生 こずえ 動物細胞の細胞分裂メカニズムの解明 1 

 高橋 陽介 植物伸長生長制御機構／植物の環境応答制御機構 11 

 鈴木 克周 超生物界間 DNA 輸送系の研究 1 

 泉 俊輔 植物細胞の化学ストレス応答の解明 3 

 山本 卓 ウニ初期胚における遺伝子発現調節機構の研究 5 

 坂本 敦 形質転換植物の分子形質発現解析 2 

 井出 博 DNA 損傷修復機構の解明 12（3）

 片柳 克夫 蛋白質の X線構造解析 3 

 中島 覚 環境放射能 8 

附属植物遺伝子保管実験施設  

 草場 信 高等植物の分子遺伝学的研究 2 

両生類研究センター  

 鈴木 厚 初期発生の分子機構 2 

 古野 伸明 両生類の卵形成・発生の機構解析、両生類の異環境への影響 2 

 三浦 郁夫 両生類の性決定と系統進化 2 

 高瀬 稔 両生類の生殖や応用に関する研究 1 

文学研究科  

 奥村 晃史 放射性炭素同位体年代測定 1 

先端物質科学研究科  

 黒田 章夫 微生物のリン代謝制御機構の解明 5 

 荒川 賢治 放線菌の二次代謝制御機構および放射線感受性に関する研究 4 

 上野 勝 テロメアの機能解析 1 

 水沼 正樹 真核生物の細胞形態形成および寿命制御機構に関する研究 3 

工学研究科  

 遠藤 暁 環境放射線計測 2 

 梶本 剛 工学部における RI 管理 ： スミア測定 2 

 金田一 智規 MAR-FISH 法を用いた環境微生物の機能解析 2 

 後藤 健彦 高分子の合成、応用 6 

生物圏科学研究科  

 矢中 規之 肥満白色脂肪組織の新規標的因子の探索 1 

総合科学研究科  

 斎藤 祐見子 脳内摂食受容体分子 MCH1R の活性制御機構 2 

 山崎 岳 排水管理業務 1 

総合博物館  

 石丸 恵利子 遺跡出土動物遺存体の同位体分析 1 

自然科学研究支援開発センター  

 田中 伸和 遺伝子発現の調節研究 2 
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 中島 覚 
金属錯体の集積化によるスピン状態の制御、多核錯体の混合原子

価状態 
9 

 稲田 晋宣 微生物における金属元素の影響、環境放射能 1 

 松嶋 亮人 バイオマットによる放射性物質の吸着 1 

理学部  

 井出 博 ラジオアイソトープ取扱の講習と基本操作の実習 33 

（ ）内は、「ラジオアイソトープ取扱の講習と基本操作の実習」登録者を含む。 

 

他施設利用者 （ ）内は、当部門施設利用者数（内数） 

利用申請者 研究テーマ 利用者数

理学研究科  

 杉立 徹 高エネルギー原子核衝突実験 7 

 深沢 泰司 高エネルギー宇宙・素粒子実験 28 

 黒岩 芳弘 放射光を用いた誘電体構造物性 15 

 木村 昭夫 放射光を用いた機能性物質の電子状態と構造の研究 22 

 中島 伸夫 放射光を用いた電子物性研究 13 

 平谷 篤也 シンクロトロン放射光を用いた分子光科学反応の研究 14 

 西原 禎文 キラル磁性体／マルチフェロイクス化合物の構造と物性 18 

 岡田 和正 放射光を用いた軟Ｘ線分子分光および光化学反応の研究 4 

 井口 佳哉 NEXAFS による，金薄膜上のクラウンエーテル単分子膜の配向決定 2 

 高橋 修 高圧下でのエネルギー物質の結晶構造解析 4 

 安東 淳一 高圧力下での鉱物物性 3 

 大川 真紀雄 X 線回折実験 1 

 佐藤 友子 超高圧地球物理学 3 

 井上 徹 超高圧地球科学 1 

 川添 貴章 地球内部物性 1 

 宮原 正明 隕石に含まれる高圧相の解明 2 

 白石 史人 STXM を用いたシアノバクテリア石灰化過程の研究 2 

 薮田 ひかる 地球惑星物質の放射光分析 4 

 柴田 知之 環境試料中の放射性核種分析への同位体比分析法の適用の検討 2 

 井出 博 DNA 損傷修復機構の解明 5（5） 

 片柳 克夫 蛋白質の X線構造解析 3（3） 

 楯 真一 タンパク質の動態解析 2 

 中田 聡 リン脂質膜の配向に関する研究 1 

教育学研究科  

 蔦岡 孝則 希土類金属間化合物の中性子回折 1 

文学研究科  

 野島 永 考古学における金属遺物の構造分析 1 

先端物質科学研究科  

 松村 武 強相関電子系の物理 4 

 鬼丸 孝博 遷移金属酸化物及び希土類化合物の磁性と熱電物質 3 
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 高橋 徹 加速器を用いた素粒子実験 5 

 岡本 宏己 ビーム物理・加速器物理の研究 5 

 富永 依里子 
GaAs 系Ⅲ-Ⅴ族半導体の結晶成長およびデバイス応用に向けた結

晶欠陥の評価 
3 

 黒田 章夫 微生物のリン代謝制御機構の解明 2（1） 

 水沼 正樹 真核生物の細胞形態形成および寿命制御機構に関する研究 3（3） 

 上野 勝 テロメアの機能解析 1（1） 

放射光科学研究センター  

 生天目 博文 高電子分光による物性研究 18 

自然科学研究支援開発センター  

 梅尾 和則 低温高圧下における希土類化合物の磁性 1 

 齋藤 健一 機能ナノ構造体の創製とその光物性 9 

 中島 覚 
金属錯体の集積化によるスピン状態の制御、多核錯体の混合原子

価状態 
1（1） 

 小島 由継 高容量ナノ複合水素貯蔵物質の創製 6 

宇宙科学センター  

 川端 弘治 ガンマ線、X線衛星の開発とブラックホール連星などの研究 1 

ナノデバイス・バイオ融合科学研究所  

 黒木 伸一郎 
シリコンカーバイド極限環境エレクトロニクス・パワー半導体デ

バイス・薄膜シリコンデバイス 
5 

 横山 新 RBS 測定装置維持管理 2 

環境安全センター  

 梅原 亮 オゾンナノバブルを用いた余剰汚泥削減 1 
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【当部門の主な設置機器】 

 

◆放射線測定・防護機器 

Ge 半導体検出器※ ２台 

Si/Li 半導体検出器 １台 

2πｶﾞｽﾌﾛｰｶｳﾝﾀ １台 

低ﾊﾞｯｸ液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｶｳﾝﾀ １台 

液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｶｳﾝﾀ ３台 

ﾌﾟﾚｰﾄ用液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｶｳﾝﾀ １台 

ｵｰﾄｳｪﾙｶﾞﾝﾏｶｳﾝﾀ ２台 

ﾗﾋﾟｯﾄﾞｶｳﾝﾀ ７台 

GM ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ（β線）※ ３６台 

GM ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ（β/γ線） ６台 

ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ※ １５台 

電離箱式ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ ３台 
3H/14C ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 
125I 測定用ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 

可搬型ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾍﾟｸﾄﾛｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 

α/β線用ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 

ﾎﾟｹｯﾄｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ ５台 

ﾊﾝﾄﾞﾌｯﾄｸﾛｽﾓﾆﾀ ２台 

ﾄﾞﾗﾌﾄ １８台 

ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ １台 

ﾄﾘﾁｳﾑｶﾞｽ動物実験ﾌｰﾄﾞ １台 

ﾀﾞｽﾄｻﾝﾌﾟﾗ ３台 
3H/14C 捕集装置 １台 

 

◆放射線分析・解析機器 

ﾗｼﾞｵｸﾛﾏﾅｲｻﾞ(TLC ｱﾅﾗｲｻﾞ) １台 

ｲﾒｰｼﾞｱﾅﾗｲｻﾞ（FLA-9500、他）※ ３台 

ﾒｽﾊﾞｳｱｰ分光分析装置 １式 

 

◆飼育・培養機器 

動物用ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞﾗｯｸ ２台 

遠赤外線動物乾燥装置 １台 

光照射振とう培養機 １台 

ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ １台 

安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ １台 

CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ １台 

恒温器 １台 

低温室 ２室 

 

◆汎用研究機器 

分光光度計 １台 

蛍光分光光度計 １台 

蒸留水製造装置 １台 

超純水製造装置 １台 

製氷機 １台 

ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ １台 

自動現像機 １台 

超遠心機 １台 

高速冷却遠心機 １台 

低速冷却遠心機 １台 

微量高速冷却遠心機 １１台 

ﾋｰﾃｨﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ １１台 

恒温振とう水槽 １１台 

低温恒温槽 １台 

小型恒温水槽 ３台 

蛍光・発光画像撮影装置 １台 

凍結乾燥機 １台 

送風定温乾燥器 １台 

定温恒温乾燥器 １台 

電気炉 １台 

小型低温ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ １台 

ﾊｲﾌﾞﾘﾀﾞｲｾﾞｰｼｮﾝｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ ３台 

ｸﾞﾗｼﾞｴﾝﾄｻｰﾏﾙｻｲｸﾗｰ ３台 

ｹﾞﾙ乾燥器／水流式ｱｽﾋﾟﾚｰﾀ ２台 

小型ｱｽﾋﾟﾚｰﾀ ３台 

水流式ｱｽﾋﾟﾚｰﾀ ４台 

DCode 微生物群集解析ｼｽﾃﾑ １台 

倒立位相差蛍光顕微鏡 １台 

ｹﾞﾙ撮影装置 １台 

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ ２台 

ｼﾞｪﾈﾃｨｯｸｱﾅﾗｲｻﾞ（ABI-310）  １台 

二次元電気泳動装置 １台 

ICP 発光分光分析装置 １台 

GC-MS 分析装置 １台 

ﾏｸﾞﾈﾃｨｯｸｽﾀｰﾗ ４台 

超低温ﾌﾘ—ｻﾞ ４台 

電子天秤 ３台 

電気泳動用ﾊﾟﾜｰｻﾌﾟﾗｲ ６台 

 

 
※大学院リーディングプログラムによる導入

を含む。
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Ⅰ－２．教育研究活動 
放射線を利用する者は、初めて放射線を扱う前に健康診断の受診、教育訓練を受講後、放

射線業務従事者として登録されなければならない。当部門では学内の放射線業務従事者に対

する教育訓練（日本語・英語）を開催し、当施設の新規利用者を対象に放射線測定器（サー

ベイメータ）を用いた放射線測定の実習を行っている。また学内の他 RI 施設の教育訓練の支

援や学外の教育訓練の講師も担当している。 

この他に教育活動支援の一環として学生実習の支援やセミナーを開催し、また学外への啓

発活動として一般向けの講習会の主催や講習会への講師の派遣も行っている。 

 
【教育訓練および教育訓練実習】 

平成３０年度登録者のための教育訓練および教育訓練実習の開催、教育訓練の支援は以下

のとおりである。 

＜教育訓練＞ 

３／６ 第１回教育訓練  （継続登録者対象） ４４名 
３／８ 第２回教育訓練  （継続登録者対象） ２２名 
３／８ 第３回教育訓練  （継続登録者対象） ２７名 
３／２７ 第４回教育訓練  （継続登録者・外国人対象） １１名 
４／１０ 第５回教育訓練  （新規登録者対象） ２７名 
４／１１ 第６回教育訓練  （継続登録者対象） ３７名 
４／１２ 第７回教育訓練  （新規登録者対象） １５名 
４／１９ 第８回教育訓練  （継続登録者対象） １名 
４／１０・１９ 第９回教育訓練  （新規登録者対象） １名 
４／１９ 第１０回教育訓練 （新規登録者対象） １３名 
４／２４ 第１１回教育訓練 （新規登録者・外国人対象） ９名 
４／２４・５／１ 第１２回教育訓練 （新規登録者・外国人対象） ２名 
５／１１ 第１３回教育訓練 （新規登録者対象） １３名 
５／１５ 第１４回教育訓練 （継続登録者対象） １３名 
６／１２ 第１５回教育訓練 （継続登録者対象） １名 
６／１２ 第１６回教育訓練 （新規登録者対象） １２名 
６／１３ 第１７回教育訓練 （継続登録者対象） ３名 
８／７・９ 第１８回教育訓練 （新規登録者対象） ３３名 
１０／９ 第１９回教育訓練 （継続登録者対象） ４名 
１０／１０ 第２０回教育訓練 （継続登録者対象） １名 
１０／１０ 第２１回教育訓練 （新規登録者対象） １２名 
１０／１７ 第２２回教育訓練 （新規登録者・外国人対象） １０名 
 
 

＜教育訓練実習＞ 

４／２５ 第１回教育訓練実習 ２名 
４／２５ 第２回教育訓練実習 ５名 
４／２６ 第３回教育訓練実習 １名 
 
 
＜ＲＩ教育訓練支援＞ 
講師派遣（学内） 

４／１６ 医歯薬保健学研究科ＲＩ研究共同施設の教育訓練支援（中島・稲田） 
４／２８ 生物圏科学研究科・総合科学研究科の教育訓練支援（中島） 
５／１０ 広島大学病院 放射線診療従事者の教育訓練（中島・稲田） 
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５／１２ 工学研究科放射線総合実験室の教育訓練支援（中島・稲田・松嶋） 
１０／３１ 医歯薬保健学研究科ＲＩ研究共同施設の教育訓練支援（中島・稲田） 
 
【理学部生物科学科 学生実験の支援】 

当部門では放射線利用に関する教育の一環として理学部生物科学科三年生のＲＩ実習の支
援を行っている。平成３０年度の開催状況は以下のとおりである。 

 ８／７・９ ＲＩ実習（理学部生物科学科三年生 学生実習） ３３名 
 

 

【理学部化学科 学生実験の支援】 

理学部化学科三年生の化学実験のうち、放射線反応化学研究グループ担当分の一部支援を

行っている。 

 

 

【ＲＩセミナー】 
放射線に対する幅広い知識提供と研究・技術の情報交換を行い、有益な放射線利用の啓発

を行うことで放射線の安全利用を促し、さらに様々な分野の研究における情報提供を行うこ
とで、全学の研究支援と教育活動を推進することを目的とし、平成１３年度より学内外の先
生を講師として招き、全学を対象としたＲＩセミナーを開催している。これは学生に対する
教育活動も目的としており、五研究科合同セミナーとしている。平成３０年度は以下のとお
りに開催した。 
 

第２４回 平成３０年 ７月１０日 

演 題：「Phytoremediation of Organic and Inorganic Wastewater using Veriver 

grass（ベチベルソウを用いた有機無機廃水のファイトレメディエーション）」 

演 者：Dr. Hefni Effendi (Bogor Agricultural University, Indonesia) 

世話人：中島 覚（広島大学自然科学研究支援開発センター） 

 

 

【理学部化学科新入生対象見学会】 

理学部化学科では、新入生のオリエンテーションの一環として、新入生野外研修・見学会

を行っている。当部門では、この見学会に協力し、理学部化学科の新入生を対象とした見学

会を行っている。平成３０年度は４月７日に見学会を行った。 

 

 

【地域貢献事業】 

平成１９年度より地域貢献事業として、一般の方を対象に霧箱や放射線測定器を利用して

宇宙線や身の回りの放射線を観測する実習を行っている。平成３０年度の開催状況は以下の

とおりである。 

１．目で見る放射線実習 

開催日時：７月２７日 １３：３０～１６：００ 

内容：放射線とはどのようなものかを説明する講義を行った後に、市販の霧箱を利用した

放射線の観察、測定器を利用して身の回りの放射線の測定を行った。 
参加人数：２３名 

後援：東広島市教育委員会 

協賛：広島県教育委員会、広島大学技術センター 

 

２．霧箱で放射線・宇宙線を見てみよう 

開催日時：１１月３日 １２：００～１６：００ 

内容：霧箱によるα線、β線、宇宙線の観察。身の回りの放射線の測定。ウランガラス
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の展示、解説・紹介用のポスターの展示。 

参加人数：６０名(乳幼児は含まず) 

共催：日本原子力学会中国・四国支部 

 

 

【公益社団法人日本アイソトープ協会 教育訓練のモデル時間数等検討分科会】 

「放射線障害の防止に関する法律」の改正法が平成 29 年 4月 14 日に公布され、従来法令

に規定されていた教育訓練の時間数が各事業所の使用等の実態に応じて適切な時間数を使用

者等が自ら定めることが求められるものである。この「時間数」について、最低時間数以外、

広く知られたものや検討事例は無く、放射線関係の各学協会で検討が行われることとなった。 

そこで公益社団法人日本アイソトープ協会放射線安全取扱部会では「教育訓練のモデル時

間数等検討分科会」を立ち上げ、様々な利用形態の事業所を想定した教育訓練内容を検討し、

必要な時間数についてのモデル提唱を行ない、またそれに付随する問題について検討するこ

ととした。アイソトープ総合部門のメンバーも本分科会に参加しモデル案の策定などに参画

した。 

 

 

【大学院リーディングプログラム機構フェニックスリーダー育成プログラム】 

広島大学では、「放射線災害復興を推進するフェニックスリーダー育成プログラム －放射

線災害による人と社会と環境の破綻からの復興を担うグローバル人財育成－ 」が平成２３

年度、文部科学省「博士課程教育リーディングプログラム」に採択された。本プログラムで

は、放射線災害に適正に対応し、明確な理念の下で復興を指導できる判断力と行動力を有し、

国際的に活動できるグローバルリーダー（フェニックスリーダー）を育成する。そして、放

射線災害からの復興をけん引できる人財育成を通して、２１世紀のモデルとなる安全・安心

の社会システムの確立に貢献する。当部門の中島はこのプログラムの放射能環境保全コース

のコースリーダーになるとともに、8人の学生を直接指導している。 

また、当施設はヒロシマ・フェニックストレーニングセンターとして設定されており、授

業科目「放射線計測演習」が当施設において実施されている。平成３０年度、当部門の教員、

技術職員も実習において測定の支援等を行い、中島はこの演習の一部を担当した。 

 
 

【ボゴール農科大学 研究・コミュニティサービス研究所 環境研究センター（インドネシア

共和国）と部局間交流協定】 

2018 年 7 月 10 日、広島大学自然科学研究支援開発センターとインドネシア共和国 ボゴ

ール農科大学 研究・コミュニティサービス研究所 環境研究センターとの間で部局間交流協

定が締結された。 
自然科学研究支援開発センター アイソトープ総合部門で行われた調印式には、自然科学

研究支援開発センターより田中伸和 自然科学研究支援開発センター長と中島 覚 アイソト

ープ総合部門長が、ボゴール農科大学 研究・コミュニティサービス研究所 環境研究センタ

ーからは Dr. Hefni Effendi 環境研究センター長が出席し、協定書への署名を行った。 
調印式では、まず田中伸和センター長が広島大学自然科学研究支援開発センターの概要を

説明し、続いて中島 覚部門長が広島大学の概要および大学院リーディングプログラム「フ

ェニックスリーダー育成プログラム」の概要及び研究成果を紹介した。その後、Hefni Effendi
環境研究センター長がボゴール農科大学 環境研究センターの説明を行い、相互理解を深め

た。 
本協定を契機として、環境浄化の分野における共同研究の推進、教員、学生の交流などを

通じて、相互交流を展開していく予定である。 

― 98―



 

 

 
（左から）田中センター長、Dr. Hefni Effendi 
センター長、中島部門長 
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Ⅱ．放射性同位元素管理部 
学内や周辺地域の環境保全を達成するために、学内放射線施設から出されるＲＩ排水の管理、

ＲＩ有機廃液の焼却、環境放射能動向調査などの実務を担当している。当施設から出るＲＩ排

水だけでなく、東広島キャンパス内のＲＩ施設である工学研究科、生物圏科学研究科、総合科

学研究科の放射線施設から出るＲＩ排水を受け入れ、排水処理ののち放流を行っている。これ

は東広島市との協定に基づくものであり、地域社会の環境保全を図る上で、重要な業務となっ

ている。また、浄化した後に放流したＲＩ排水が環境へ影響を与えていないことを確認するた

めに、定期的に環境水（下水と池水）の放射能測定を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－１．放射線管理活動状況 
【各種研修会への参加】 

放射性同位元素等の使用は法律が密接に関係している。アイソトープ総合部門の教職員は各

種研修会や講習会に出席し、法令改正などに関する最新の動向を調査している。また各種研修

会等に講師として参加し、学外の放射線施設の教職員と情報交換を行い、このようにして得た

情報を学内の放射線施設管理者へ提供し、さらに、教育訓練等に反映することで、広島大学の

放射線利用における安全管理の向上に努めている。 

 平成３０年度は、放射線安全取扱部会 中国・四国支部開催の放射線業務従事者のための教

育訓練講習会および放射線取扱主任者の定期講習において講師を務めた。 

 
●全国関連 
◆第15回日本放射線安全管理学会 6月シンポジウム 
 期日：平成30年5月24日（木）～25日（金） 
 場所：東京大学 農学部 弥生講堂 
 
◆第42回国立大学アイソトープ総合センター長会議 
 期日：平成30年6月6日（水）～7日（木） 
 場所：名古屋大学 野依記念学術交流館 
 
◆原子力規制庁主催「放射線障害の防止に関する法令改正の説明会」 
 期日：平成30年6月18日（月） 
 場所：九州大学 医学部 百年講堂 大ホール 
 
 
 

アイソトープ総合部門にある貯留槽 (左)と浄化設備 (右) 
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◆大型加速器施設の利用に関する放射線業務従事者教育訓練のあり方に関するワークショッ

プ －法令改正に向けてー 
 期日：平成30年6月21日（木）～6月22日（金） 
 場所：大阪大学 核物理研究センター 
 
◆大学等放射線施設協議会 平成30年度 大学等における放射線安全管理研修会 
 期日：平成30年9月11日（火） 
 場所：東京大学 農学部 弥生講堂 一条ホール 
 
◆2018日本放射化学会年会・第62回放射化学討論会 
 期日：平成30年9月19日（水） 
 場所：京都大学 
  
◆平成30年度放射線安全取扱部会年次大会（第59回放射線管理研修会） 
 期日：平成30年10月25日（木）～26日（金） 
 場所：仙台銀行ホール イズミティ21 
 
◆日本放射線影響学会第61回大会 
 期日：平成30年11月7日（水）～9日（金） 
 場所：長崎ブリックホール 
  
◆放射線防護コンファレンス&ワークショップ2018 
 期日：平成30年11月27日（火）～11月30日（金） 
 場所：マレーシア 
 
◆日本放射線安全管理学会第17回学術大会 
 期日：平成30年12月5日（水）～7日（金） 
 場所：名古屋大学 野依記念学術交流館 
 
 
●地域関連 
◆放射線安全取扱部会 中国・四国支部 放射線業務従事者のための教育訓練講習会 
 期日：平成30年5月18日（金) 
 場所：広島大学 広仁会館 
 
◆放射線安全取扱部会 第24回中国・四国支部主任者研修会 
 期日：平成30年9月14日（金) 
 場所：岡山大学 自然生命科学研究支援センター 
 
 
●その他 
◆放射線取扱主任者定期講習 
 期日：平成30年12月14日（金） 
 場所：ピュアリティまきび（岡山市） 
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【排水管理状況】 

◆環境放射能測定 

 当部門では広島大学東広島キャンパスから出るＲＩ排水の周辺環境への影響を調べるため

に、三ヶ月に一度環境水の測定を行っている。測定目的がキャンパスのＲＩ排水の影響という

ことから、測定点はぶどう池水の流れ込む角脇調節池および公共下水道との接続部の二箇所と

している。また毎年８月は外部業者と合同で採水・測定を行い、測定値の健全性を確認してい

る。測定はβ線放出核種およびγ線放出核種について行っていて、核種別（3H、14C、32P）のβ

線放出核種の定量には低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタを用い、全β線量の

測定には２πガスフローカウンタを用い、高エネルギーγ線についてはＧｅ半導体検出器を用

い、低エネルギーγ（Ｘ）線の測定にはＳｉ／Ｌｉ半導体検出器を用いて測定している。また、

検出感度の向上のため、全β線および半導体検出器を用いた測定にはサンプルを蒸発乾固させ

たものを測定用サンプルとしている。平成３０年度の環境水の放射線量の測定は以下のとおり。 

 通算測定回数  採水年月日  測定完了年月日 測定結果 

 第１０２回 Ｈ３０年 ５月３０日 Ｈ３０年 ９月１４日 異常無し 

 第１０３回 Ｈ３０年 ９月 ３日 Ｈ３０年１２月１７日 異常無し 

 第１０４回 Ｈ３０年１１月２７日 Ｈ３０年１２月２５日 異常無し 

 第１０５回 Ｈ３１年 ２月２８日 Ｈ３１年 ３月１６日 異常無し 

 

◆ＲＩ排水の放流 

 東広島キャンパスから流れ出るＲＩ排水は黒瀬川に放流されるが、この河川水は水量が少な

くかつ農業用水に利用されるため、東広島市との協定により、排水中に含まれるＲＩの濃度と

法定基準濃度との比が１０分の１以下の排水についてのみ放流できることになっている。平成

３０年度の放流は以下のとおり。 

 処理済槽採水年月日     測定完了年月日     放流年月日     放流水量 

Ｈ２９年１２月２６日   Ｈ３０年 ２月 ９日  Ｈ３１年 ２月 ５日  ３４．２ m3 

 

なお、ＲＩ排水中に含まれるＲＩ濃度の測定は環境放射能測定と同一の方法で行い、法定基準

濃度との比が１０分の１以下であることが確認された。また、放流水の水質が環境基準および

排水基準を満たしていることを、環境安全センターに測定依頼することで確認した。 

 

◆他部局から出たＲＩ排水の受け入れ 

 東広島キャンパスから放流されるＲＩ排水中のＲＩ濃度限度基準を遵守するため、東広島キ

ャンパスからＲＩ排水を放流可能な場所は当部門に限定されている。したがって、当部門では

他部局からＲＩ排水を受け入れている。平成３０年度のＲＩ排水の受け入れはない。 

 

◆液体シンチレータ廃液の焼却 

法令でＲＩを使用した実験で発生する有機廃液のうち、液体シンチレータ廃液に関しては各

事業所での焼却処理が可能であり、当部門においても下記の期間において焼却を行った。 

 焼却期間：平成３１年２月１８日 ～ 平成３１年２月２１日 

 総焼却量：１９．５リットル 

 

なお、焼却する廃液の濃度は上限濃度目標値以下であり、１日あたり最大１２リットル焼却を

行った。 

 
 
 
 
 

― 103―



Ⅱ－２．施設管理活動状況 
 

【業務報告】 

◆空間線量率測定結果(平成３０年４月～平成３１年３月の平均) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「事業所境界」、「人が居住する区域」、「管理区域境界」は管理区域外、その他は管理区域内） 

 

◆表面汚染密度測定結果(平成３０年４月～平成３１年３月の平均) 

        単位はBq/cm2 

 

◆表面汚染密度測定結果(平成３０年４月～平成３１年３月の最大値) 

 H-3 C-14 P-32 

管理区域境界 0.15 0.02 0.01 

汚染検査室 0.05 0.02 0.02 

廃棄物保管室 0.23 0.14 0.01 

使用室 0.24 0.18 0.02 

単位はBq/cm2 

管理区域内の表面汚染密度限度は、以下のとおりである。 

α線を放出する放射性同位元素 ： ４Bq/cm2 

α線を放出しない放射性同位元素 ：４０Bq/cm2 

 

 測定値（平均） 

事業所境界 0.13 μSv/h 

人が居住する区域 0.11 μSv/h 

管理区域境界 0.11 μSv/h 

貯蔵室 0.18 μSv/h 

廃棄物保管室 0.11 μSv/h 

使用施設 0.11～0.15 μSv/h 

代表的な使用室 0.11 μSv/h 

 H-3 C-14 P-32 

管理区域境界 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

汚染検査室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

廃棄物保管室 0.0488 0.0436 検出限界以下 

使用室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 
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◆ＲＩ保管量（平成３１年３月３１日現在） 

 

核種 個数 
放射能量 
（MBq）  核種 個数 

放射能量 
（MBq） 

H-3 （非密封） 21 16667.947  Co-57 （密封） 4 2960.00

C-14 （非密封） 27 156.308  Sn-119m （密封） 1 370.000

P-32 （非密封） 5 1.488  Ra-226 （密封） 1 25.900

Cs-137 （非密封） 5 6.238    

     

     

   

 

◆平成３０年度核種別新規ＲＩ受入量 ◆平成３０年度ＲＩ廃棄物引渡し量 

 

 

 

 
 
 
 
◆定期検査 
検査日：平成３０年５月７日 
検査機関：公益財団法人 原子力安全技術センター 
講評：特に問題なし 
合格証：平成３０年５月１６日付 
 
◆定期確認 
検査日：平成３０年５月７日 
検査機関：公益財団法人 原子力安全技術センター 
講評：特に問題なし 
定期確認証：平成３０年５月１６日付 
 
 

廃棄物の種類 容量（L）・規格 引渡し数量

無機液体 25L・ポリタンク 1 

可燃物 50L・ドラム缶 4 

難燃物 50L・ドラム缶 6 

不燃物 50L・ドラム缶 1 

非圧縮性不燃物 50L・ドラム缶 1 

消却型へパフィルタ 218L 1 

消却型プレフィルタ 37L 1 

   

核種 購入件数 
放射能量

（MBq） 

H-3（非密封） 2 46.250

C-14（非密封） 4 7.400

P-32（非密封） 12 296.000

C0-57（密封）  
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◆自主検査 
平成３０年７月６日（金）からの西日本豪雨災害における措置について： 
平成３０年７月６日（金）からの継続的な豪雨により東広島市内において土砂崩れにより住宅が押

し流されるなどの災害が発生した。このため７月９日（月）に放射線取扱主任者、放射線管理担当

者により施設内及び施設外周の点検を行ったが、異常等は発見されなかった。 
 
検査施設：自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 
点検日：平成３０年１１月５日 
点検者：中島、稲田（晋）、松嶋、木庭、寺元、宗岡、山崎、稲田（聡） 
結果：貯蔵施設で小さなひびがみられたので後日修繕した。4F廃棄エリアの標識が色あせていたの

で後日張り替えた。その他は問題なし。 
 
検査施設：自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 
点検日：平成３１年３月１８日 
点検者：中島、稲田（晋）、松嶋、木庭、寺元、宗岡、山崎、稲田（聡） 
結果：排風機のベルトの一つに少し緩みがあったので後日交換した。その他は問題なし。 
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先進機能物質部門 部門長 小島由継 
 
 

広島大学は 2001~2005 年度の COE 形成プログラムで「すきまの科学」研究拠点を形成した。こ

れに基づいて，先進機能物質研究センターは，学内共同教育研究施設として 2006 年 4 月 1 日に

10 年の時限付きで設立された。以来，本センターは革新的機能を有する物質を設計・創製し，物

質科学分野の新しい研究領域を創出するとともに，若手研究者を育成し，国際的な研究教育の拠

点となることを目的として研究活動を行ってきた。本センターは専任教員 2 名のほか，先端物質

科学研究科，理学研究科，工学研究科，総合科学研究科の教員，及び他機関からの客員教授の計

30 名が集結し，3 つの研究手法（マテリアルデザイン，新物質創製，機能開拓）を用いて異分野

融合的に研究を推進することで，先進機能物質に関し世界トップレベルの成果を発信してきた。

2010 年度からはこの実績と特色を生かし，人類が直面しているエネルギー・環境問題の解決に必

須となる革新的先進機能物質（エネルギー貯蔵・変換，省エネ情報機能物質）に的を絞って，サ

ステナブル物質科学の創出を目指してきた。

特に 2007 年度から 2011 年度までは NEDO 水素貯蔵材料先端基盤研究事業の中で水素貯蔵量の

多い非金属系水素貯蔵材料（軽元素系水素貯蔵物質）の基礎研究を先端物質科学研究科，工学研

究科，総合科学研究科の実験研究グループや理論グループ，北海道大学，上智大学のグループと

協力して実施し，その構造解析と反応機構の解明に取り組んだ。また，出口を見据えた産学連携

の応用研究も積極的に進め，軽元素系水素貯蔵物質研究の拠点を構築した。2013 年度から先端的

低炭素化技術開発，「エネルギーキャリア」に，2014 年度からは内閣府総合科学技術・イノベー

ション会議の戦略的イノベーション創造プログラム SIP（戦略的 イノベーション創造プログラム

「エネルギーキャリア」に携わり，軽元素系水素貯蔵物質の中でも水素貯蔵量が最大レベルのア

ンモニアの製造や利用に関する研究開発を世界に先駆けて産学連携で進めてきた。2016 年度には

当センターから申請した窒素循環エネルギー研究拠点が広島大学自立型研究拠点として採択され

た。2017 年度には先進機能物質研究センターの時限到来に伴い自然科学研究支援開発センターに

統合され，その中に先進機能物質部門が設立された。2018 年度には SIP「エネルギーキャリア」

において，アンモニア分解ガスから燃料電池自動車の燃料水素を高効率で回収する水素精製装置

を大陽日酸と共同で開発し，その成果をプレスリリースした。また，2018 年度から先進機能物質

部門で保有しているサーモフィッシャーサイエンティフィック(株)高性能 X 線光電子分光装置

ESCALAB250 を大学連携研究設備ネットワークに登録し，学内共用設備とした。

大学院教育としては，国内，海外の著名な講師を招いて，物性セミナーを開催している。また，

サステナブル物質に関連する化学・物性物理・デバイス開発についての幅広い知識の習得を目標

として，2010 年度から「サステナブル物質科学」の大学院共通講義もスタートさせた。この講義

は毎年約 80 名の学生が聴講している。

循環型で持続可能な社会（サステナブル社会）基盤の形成に貢献し得る再生可能エネルギー（太

陽熱・光，地熱，風力，バイオマス，小型水力等）は，クリーンな次世代エネルギーとして注目

されている。再生可能エネルギーを広く普及させるために，次世代自動車や太陽電池など最終製

品・システムの中心機能を担う革新的先進機能物質が必要とされている。2017 年度現在，日本の

再生可能エネルギーの電源比率は約 16%であり，フランス(16.5%)や米国(17.0%)とは同程度である
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ものの，ドイツ(33.6%)，スペイン(32.4％)，イギリス(29.7%)，イタリア(35.6%)，カナダ(65.7%)

や中国(24.9%)に比べ低い水準にある。

(https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/renewable/outline/)。今後，再生可能エ

ネルギーの電源比率向上に貢献できるサステナブル物質科学研究の拠点構築を推進していきたい。  
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自然科学研究支援開発センター名簿

センター長 30.4.1

役職 氏名 職名 所属 内線 メールアドレス

センター長 田中  伸和 教授 自然科学研究支援開発センター ７８７５ ntana@hiroshima-u.ac.jp

遺伝子実験部門

役職 氏名 職名 所属 内線 メールアドレス

部門長 田中  伸和 教授 自然科学研究支援開発センター ７８７５ ntana@hiroshima-u.ac.jp

遺伝子実験部

主任 山下　一郎 教授 自然科学研究支援開発センター ６２７１ iyama@hiroshima-u.ac.jp

副主任 清水　典明 教授 生物圏科学研究科 ６５２８ shimizu@hiroshima-u.ac.jp

副主任 山本　　 卓 教授 理学研究科 ７４４６ tybig@sci.hiroshima-u.ac.jp

副主任 北村　憲司 助教 自然科学研究支援開発センター ６２７３ kkita@hiroshima-u.ac.jp

遺伝子科学研究開発部

主任 田中　伸和 教授 自然科学研究支援開発センター ７８７５ ntana@hiroshima-u.ac.jp

副主任 坂本　 　敦 教授 理学研究科 ７４４９ ahkkao@hiroshima-u.ac.jp

副主任 江坂　宗春 教授 生物圏科学研究科 ７９２７ mesaka@hiroshima-u.ac.jp

副主任 河本　正次 教授 先端物質科学研究科 ７７５３ skawa@hiroshima-u.ac.jp

生命科学実験部門

役職 氏名 職名 所属 内線 メールアドレス

部門長 檜山  英三 教授 自然科学研究支援開発センター （霞）５９５１ eiso@hiroshima-u.ac.jp

生命科学機器分析部

主任 檜山　英三 教授 自然科学研究支援開発センター （霞）５９５１ eiso@hiroshima-u.ac.jp

副主任 金輪　真佐美 助教 自然科学研究支援開発センター （霞）６８７８ mfuku@hiroshima-u.ac.jp

原田　隆範 特任助教 自然科学研究支援開発センター （霞）６８４４ tharada@hiroshima-u.ac.jp

動物実験部　霞動物実験施設

主任 外丸　祐介 教授 自然科学研究支援開発センター （霞）５１０６ sotomaru@hiroshima-u.ac.jp

副主任 吉村　幸則 教授 生物圏科学研究科 ７９５８ yyosimu@hiroshima-u.ac.jp

副主任 信清（大中）麻子 助教 自然科学研究支援開発センター （霞）５１０８ asako@hiroshima-u.ac.jp

生物医科学研究開発部

主任 檜山　英三 教授 自然科学研究支援開発センター （霞）５９５１ eiso@hiroshima-u.ac.jp

副主任 柘植　雅貴 助教 自然科学研究支援開発センター （霞）６８１４ tsuge@hiroshima-u.ac.jp

低温・機器分析部門

役職 氏名 職名 所属 内線 メールアドレス

部門長 齋藤　健一 教授 自然科学研究支援開発センター ７４８７ saitow@hiroshima-u.ac.jp

低温実験部

主任 梅尾　和則 准教授 自然科学研究支援開発センター ６２７６ kumeo@sci.hiroshima-u.ac.jp

副主任 鈴木　孝至 教授 先端物質科学研究科 ７０４０ tsuzuki@hiroshima-u.ac.jp

物質科学機器分析部

主任 齋藤　健一 教授 自然科学研究支援開発センター ７４８７ saitow@hiroshima-u.ac.jp

加治屋大介 助教 自然科学研究支援開発センター ２４８４ dkajiya@hiroshima-u.ac.jp

低温・機器分析研究開発部

主任 井上　克也 教授 理学研究科 ７４１６ kxi@hiroshima-u.ac.jp

アイソトープ総合部門

役職 氏名 職名 所属 内線 メールアドレス

部門長 中島　 　覚 教授 自然科学研究支援開発センター ６２９１ snaka@hiroshima-u.ac.jp

放射性同位元素管理部

主任 山崎　　岳 教授 総合科学研究科 ６５２７ takey@hiroshima-u.ac.jp

松嶋　亮人 助教 自然科学研究支援開発センター ７１１９ masha@hiroshima-u.ac.jp

放射性同位元素教育研究部

主任 遠藤　暁 教授 工学研究院 ７６１２ endos@hiroshima-u.ac.jp

副主任

副主任

稲田　晋宣 助教 自然科学研究支援開発センター ７１１９ kinada@hiroshima-u.ac.jp

先進機能物質部門

役職 氏名 職名 所属 内線 メールアドレス

部門長 小島　由継 教授 自然科学研究支援開発センター ３９０４ kojimay@hiroshima-u.ac.jp

先進機能物質研究開発部 宮岡　裕樹 准教授 自然科学研究支援開発センター ４６０４ king20@hiroshima-u.ac.jp
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